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春
庭
で
６
ミ
リ
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白
き
花
を
つ
け
存
在
う
す
い
男
よ
う
ぞ
め

（
八
千
代
台
北
）　
若
菜　
欽
子

ひ
ら
仮
名
の
「
か
た
た
き
」
の
券
五
枚
ほ
ど
子
に
贈
ら
れ
し
母
の
日

想
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（
大
和
田
新
田
）　
増
尾　
克
子

虹
色
の
五
月
の
花
に
囲
ま
れ
て
遺
影
の
義
母
は
笑
み
返
し
た
り

（
下　
市　
場
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村
越
喜
美
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子
供
ら
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ポ
ッ
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ば
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ま
か
れ
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い
ば
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よ
う
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私
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昭
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八
千
代
台
東
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森
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作

啓
蟄
の
小
雨
に
潤
う
庭
の
木
木
尖
る
気
持
に
溜
息
を
つ
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志
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和
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ら
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散
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蕊
あ
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寂
び
寂
び
し
雨
の
夕
暮
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徳
美
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原
発
の
爪
跡
そ
の
ま
ま
人
は
消
え
残
れ
る
桜
ふ
る
る
ふ
る
散
る

（
ゆ
り
の
き
台
）　
池
内
き
よ
子

海
原
に
沈
む
柱
の
幾
万
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故
郷
に
戻
れ
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墓
標
も
知
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（
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一
首
目
、
男
よ
う
ぞ
め
は
ス
イ
カ
ズ
ラ
科
の
落
葉
低
木

で
、
春
の
庭
を
彩
る
花
の
中
で
は
地
味
な
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の

植
物
名
へ
の
着
眼
と
四
句
の
把
握
で
存
在
感
を
出
し
た
。
二
首
目
、
子

供
の
小
さ
い
頃
、
母
の
日
に
一
度
は
貰
う
「
か
た
た
た
き
」
券
。
母
親
と

し
て
も
っ
と
も
幸
福
感
を
味
わ
っ
た
頃
の
回
想
だ
。
子
供
が
成
人
し
て

幸
い
な
筈
だ
が
、
懐
か
し
さ
と
寂
し
さ
が
滲
む
。
三
首
目
。
義
母
は

姑
か
継
母
か
分
か
ら
ぬ
が
、「
虹
色
」
に
よ
っ
て
二
人
の
関
係
の
暖
か

さ
や
、
作
者
の
優
し
さ
が
表
現
で
き
た
。
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児
童
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談
所
全
国
共
通
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イ
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ル
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月
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日
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に
な
り
ま
し
た
。

虐
待
か
も
と
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っ
た
ら
た
め
ら
わ
ず
に
ご
相
談
を
。
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■空き家等の適正管理に関する協定を締結
　市は､６月19日､公益社団法人八千代市シルバー人
材センターと｢空き家等の適正管理に関する協定｣を
締結しました｡ 本協定の目的は､放置された空き家を
適正に管理し､良好な生活環境の保全と安全安心なま
ちづくりを推進するものです｡ 同センターでは､空き
家の所有者と契約し､ 空き家の現地確認や状況報告､
除草､ 植木の剪定や枝下ろしなどを行います｡

■勝田台小学校で「すもう大会」を開催
　「小さな横綱、土俵の上で全力だ！」をスローガン
に、６月23日、勝田台小学校の芝生グラウンド上の土
俵で、すもう大会を開催。この大会は、春の大運動会
とは別に小運動会として、40年以上も行われ、伝統と
なっています。子どもたちの元気な応援の中、勢いの
ある力強い取組が繰り広げられました。

■新木戸小学校で「体力テスト会」を開催
　成人を対象に体力テスト会が６月20日に行われ、20歳～
80代までの34人が参加しました。反復横跳び、立ち幅跳びな
どの他に、65歳以上の人にも、ムリなくできる開眼片足立
ち、10メートル障害物歩行などが行われました。中に
は、体力年齢が実年齢より29歳も若い人も。「この体
力年齢をこれからも維持したい」と話していました。

●この欄のお問い合わせは同センターへ。受け付けは、
土曜・日曜日、祝日を除く午前８時30分から午後５
時まで（午後４時～５時は 483-1151へ）。交渉は当
事者間で行い、結果は同センターに報告してください。

【あげます】　▶キッズハイチェア／パイプ製（幼児
用食卓イス）　▶布（２枚）／15cm×15cm　▶食器（テ
ィーカップ）２個　▶家庭用生ごみ処理機（パナソニ
ック製リサイクラ―）　▶電動式介護用ベッド
▶睡
すいれん
蓮鉢（直径36cm）　▶植木鉢（直径40cm）

【ゆずって／有料】　▶タオルケット　▶デジタルタ
イマー（バスケット用）　▶キャンプ用タープ　▶卓
上ミシン

　詐欺事件は、融資や架空請求など、手を変え、品を
変えて行われ、市内の昨年の被害額は約１億円に。６
月15日、緑が丘、八千代台地区などの駅周辺で、八千代
警察署員と八千代市防犯組合連合会の指導員がチラ
シを配り、注意を呼びかけました。詐欺の件数が前年
の２倍に増えたという警察官や指導員の話をきいて、
「自分は大丈夫という考えを改めたい」と足をとめ
た人は話していました。自分が被害者にならないよう
に、家族で電話での合い言葉を決めるなど詐欺に遭
わない工夫について、考える機会を持ちましょう。

リサイクル・ガイド
消費生活センター　485-0559

自分は大丈夫と思っていませんか
振り込め詐欺などの注意喚起に関するチラシを配布
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■ふれいむ会小品展　絵画展。７月15日㈬～20日㈷
午前10時～午後６時。初日は正午から、最終日は午後
４時まで。勝田台ステーションギャラリー。同会・磯
田 459-3249
■おおわだ朝顔会あさがお展　大輪朝顔ラセン作り、
切り込み作りなど展示、即売や種の無料配布も。７月
26日㈰午前８時～11時。大和田時平神社境内（雨天時
は大和田公民館）。同会・村田 485-4401へ
■カラオケ無料体験講習　発声、歌のレッスンなど。
７月30日㈭午前10時～正午。緑が丘公民館。カラオケ
若草会・石川 450-3819へ
■八千代市親と子の合気道＆護身術講習会　暴漢か
ら身を守るために合気道護身術を学びましょう。子
ども、女性でもわずかな力で制することができるよ

うになります。７月31日㈮～８月２日㈰午前10時～
正午、市民体育館。1日100円（保険料）。申し込みは、７
月28日㈫までに八千代合気会・田中 486-2767、
090-1469-9961へ
■八千代台自治会「夏まつり」　吹奏楽演奏、子ども
天国、子どもみこし巡行、お楽しみ抽選会など。８月
８日㈯午後３時～９時、八千代台第三公園など。同会
事務局・古藤 482-5629
■トンボを中心とした里山谷津田の自然観察会　ト
ンボの採集や自然観察。トンボの学習会など。弁当、
飲み物、虫捕り網、虫かご、筆記用具持参。先着30人（10
歳以下は保護者同伴）。８月９日㈰午前10時～午後３
時、少年自然の家。100円。申し込みは、八千代自然と環
境を考える会・佐藤 450-8468へ
■孤立化防止のための勉強会　９月10日㈭午後１時
～４時30分。総合生涯学習プラザ。申し込みは、特定
非営利活動法人デンターケア 080-8700-0072へ


